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 お客様の人生に豊かさを、 

  こころに安心とゆとりを。 
  

資産運用の世界では「複利を味方につけよ」とよく言われます。世界最高の投資家ウォーレン・バフェットも、若い頃から

複利の力を最大限に生かす運用をしてきました。しかし頭では理解していても、実際に複利を活かす投資行動を取れて

いる人は多くありません。数字で見ると、その差は驚くほど大きく、複利の本質がはっきりと浮かび上がります。 

多くの人が行う「単利の投資」は、毎年頻繁に売買して、利益を積み上げていこうとします。単純にわかりやすく、年10％

の利益を、毎年30年間取り続ければ、元本100万円に対し利益は300万円。一方で元本は100万円のまま。しかもその

利益は途中で使ってしまうリスクがあります。一方、複利で長期保有すれば、年ごとの上下はあっても、通算では平均

的な成長率をしっかり享受できます。実際に全世界株価指数の過去30年の平均年率は約10％。この10％を複利で30

年間運用すると、100万円は1745万円になります。利益は1645万円。単利の300万円とは比べものになりません。しかも

複利では利益を繰り延べるため、課税後利回りも単利より高くなります。単利で毎年10％の利益を確保すると、課税後

利回りは8％ですが、複利で30年後に売却すると、課税後利回りは9.2％。これが複利による課税繰り延べ効果です！ 

さらに恐ろしいほどの違いが、30年後の「増える額」です。単利なら100万円の10％で10万円の増加ですが、複利なら

1745万円の10％で174.5万円増える。そこから先も増加額は年々大きくなり、まさに雪だるま式に資産が育っていきま

す。資産運用の秘訣は、目先の楽しみより、将来のゆたかさを選ぶこと。複利はその最強の味方です。 
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些細な体調不良は気にかける

が、大変健康であることには、   

目が行かない。 

-ベンジャミン・フランクリン 

日経平均 

 ＮＹダウ 

  米ドル 

（7月末比） （8月末） 

66,311.93円 

159.80円 

53,185.90pt 

+1,949.91円 

(+3.03%) 
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2.35円  

(+1.49%) 

+700.87pt  

(+1.34%) 

バフェット後の新CEOアベルの経営と投資                               

2026年、ウォーレン・バフェットが経営の第一線を退き、バーク

シャー・ハサウェイはついにグレッグ・アベルの時代へ入りました。長

年エネルギー事業を率いてきたアベルは、バフェットが「私の後を継

ぐのは彼しかいない」と語った人物。その本領が、いよいよ市場で明

確に表れ始めています。 

象徴的なのは、これまで積み上がっていた巨額の現金の動きです。

バークシャーは2025年末時点で、現金・短期債を合わせて4,000億ド

ル近くを保有し、「投資が停滞している」と指摘されていました。しかし

2026年に入り、アベルは明確にアクセルを踏み始めています。まず

自社株買いを再加速させ、株主還元を強化。さらに株式投資では東

京海上ホールディングスに戦略的投資。加えて、住宅メーカーのモリ

ソン買収は、アベルのオペレーション重視の姿勢を象徴する動きで

す。バークシャーの非上場事業群を深く理解する彼ならではの判断

であり、バフェットの「優良企業を丸ごと買う」哲学を継承しつつ、より

現場に近い経営判断が行われています。 

巨額の現金を抱えながらも、必要な場面で確実に動く。アベルの経

営は、バフェットの哲学を忠実に継承しつつ、より機動的で現場主導

のスタイルへと進化しています。2026年は、バークシャーが新たな複

利の時代へ踏み出した転換点として記憶される年になるかもしれま

せん。ただし、付け加えておけば、96歳になったバフェットは、高齢に

よる体力の衰えはありますが、依然頭脳は明晰。アベルにとって、師

匠から吸収できるものは、依然としてたくさんあります。 

      複利効果を意識しよう！これが人生最大のパワー 
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齢71となった今でも、私はほとんど病気らしい病気をした

ことがなく、会社を休んだ記憶もありません。健康である

ことのありがたさは、年齢を重ねるほど強く感じます。一

方で、心身の健康は自然に保たれるものではなく、日々

の積み重ねによって支えられるものだと実感しています。

今回は、私自身が続けてきた習慣を、事実として整理し、

読者の皆さまの参考になればと思い紹介します。 

● 朝4時に始まる一日のリズム                         
平日は朝4時に起床し、自転車で新聞配達店まで朝刊を

取りに行きます。配達を待つと5時半になってしまうため、

その時間が惜しいのです。戻ってからじっくり日経を読

み、ビルのドアが開く7時にオフィスに入ります。早朝の静

かな時間は、情報を吸収し、頭を整える貴重な習慣に

なっています。 

● 30年以上続けているトレーニング                       
1日おきに、隣のビルのゴールド・ジムでトレーニングを行

います。上半身・下半身それぞれ9ルーティーンを2時間、

さらにトレッドミルで10キロのウォーキングを1時間半。

1990年頃から続けている習慣で、体力維持だけでなく、

姿勢や気持ちの安定にも大きく寄与していると感じます。

継続は、年齢を重ねるほど価値が増すものです。 

● 午睡で頭をリセットする                          
オフィスでは仕事に集中しますが、途中の午睡は欠かせ

ません。15〜30分の短い休息でも、知的労働の疲れが取

れ、頭が驚くほどすっきりします。昼食は自室や外で簡単

に済ませ、午後の仕事に備えます。小さな休息が、長時

間の集中を支える重要な要素です。 

        私の健康を支える日々の習慣  
 

                                                                

● 18時過ぎの退社と長い一日のバランス               
18時過ぎにはオフィスを出ます。早いと思われるかもしれ

ませんが、始まりは7時、あるいは4時半から新聞を読ん

でいるので、実質11〜13時間の勤務になります。早朝に

始めることで、仕事の密度を高めつつ、夜の時間を無理

なく確保できます。そして、ベッドに入る時間は9時前後。 

 ● お酒は「1日おき」に                                    
お酒は好きですが、必ず1日おきと決めています。外で飲

む日も含めて、規則的に間隔を空けることで、体調が安

定し、翌日の仕事にも影響が出ません。楽しみを完全に

断つのではなく、節度を持って続けることが、長期的な健

康につながると感じます。 

● 定期検診を欠かさない                          
日々の習慣に加えて、健康診断も重視しています。協会

けんぽの健診、胃と大腸の内視鏡、腹部超音波、PSA検

査を毎年受けています。さらに、歯の定期クリーニングや

眼科検診も欠かしません。70代になると健康状態の差が

大きく出ると言われますが、こうした積み重ねがその差を

縮めると実感しています。 

● おわりに                                     
お客様に責任をもってサービスを提供するためには、ま

ず自分自身が健康であることが欠かせません。日々の習

慣が良い循環を生み、結果として無駄な支出も減り、効

率的な生活につながっています。特別なことではなく、

淡々と続けられることを積み重ねる。それが、長い人生を

支える最も確かな方法だと感じています。 
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●大切なお金を間違いない方法で運用しているのか、心配になることはありま
せんか。 

●退職後のセカンドライフを、お金の心配なく、ゆとりを持ってお過ごしですか。 

●仕事が忙しくて、なかなか運用まで手が回らないということはありませんか。 

●銀行や証券会社が勧めるままに、株や投資信託を購入していませんか。 

 

金融商品の中身や手数料がどうなっているか、きちんと把握していますか。 

びとうファイナンシャルサービスは、金融機関から完全独立のFP・資産運用ア
ドバイザーです。その強みを生かし、お客様に、客観的で、公正・中立なアドバ
イスを提供しています。手数料が高く売りやすい商品を売るのではなく、お客
様にもっとも適した金融商品やお客様にベストのアドバイスを提供しています。 
 
びとうファイナンシャルサービスは、お客様の目標や夢の実現のため、４０年を
超える長い経験と深い専門知識、高い倫理観をもとに、お客様の利益のみに
目を向けたサービスを提供しています。たとえるなら、多くのお客様の人生とい
う航海で、無事に目的地に到着する大型客船であり、いつもお客様の資産運
用という面で健康管理をするホームドクターです。 びとうファイナンシャルサービス   
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公認投資助言者（RIA） 

http://www.bfsc.jp/mailmagazine/
http://www.bfsc.jp/mailmagazine/

